
国際 SDGs 推進協会
一般社団法人

SDGsセミナー ①
SDGsの概要・歴史



SDGsとは「Sustainable Development Goals 

（持続可能な開発目標）」の略称です。 

発音は、SDGs（エス・ディー・ジーズ）です。

2

SDGsとは何か
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SDGsホイールマーク
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SDGsロゴ
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国際 SDGs 推進協会
一般社団法人

国連に承認済みのロゴマーク

正式マークロゴ

使用範囲　協会活動、アドバイザー養成講座、イベント等

使用範囲　SDGs の活動時

英語表記ロゴ ISPA
International SDGs Promotive Association

協会ロゴ
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17の開発目標



目標1 貧困をなくそう

目標2
飢餓をゼロに

目標3 すべての人に健康と福祉を

目標4
質の高い教育をみんなに

目標5 ジェンダー平等を実現しよう

目標6 安全な水とトイレを世界中に

目標7
エネルギーをみんなにそしてクリーンに

目標8
働きがいも経済成長も

目標9
産業と技術革新の基盤を作ろう

目標10
人や国の不平等をなくそう

目標11
住み続けられるまちづくりを

目標12
つくる責任つかう責任

目標13
気象変動に具体的な対策を

目標14
海の豊かさを守ろう

目標15
陸の豊かさも守ろう

目標16
平和と公正をすべての人に

目標17
パートナーシップで目標を達成しよう

SDGs　17Goleの詳細

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農
業を促進する

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

あらゆるすべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯
学習の機会を促進する

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う

すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保する

強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、
技術革新の拡大を図る

すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全
雇用およびディーセント・ワーク(働きがいのある人間らしい仕事)を推進する

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

国内および国家間の格差を是正する

都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする

持続可能な消費と生産のパターンを確保する

気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る

海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、の持続可能な管理、砂漠
化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る

持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人に司法へのアクセスを
提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する

持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化する



1-17簡略

目標1【貧困】

目標2【飢餓】

目標3【保健】

目標4【教育】

目標5【ジェンダー】

目標6【水・衛生】

目標7【エネルギー】

目標8【経済成長と雇用】

目標9【インフラ、産業化、イノベーション】

目標10【不平等】

目標11【持続可能な都市】

目標12【持続可能な消費と生産】

目標13【気候変動】

目標14【海洋資源】

目標15【陸上資源】

目標16【平和】

目標17【実施手段】



やせているので貧困 飢餓でお腹が膨らむ 力こぶ 本を読んでいる 口紅がついている トイレのふた
貧困をなくそう

SDGs 17 のゴールの覚え方

飢餓をゼロに 全ての人に
健康と福祉を

質の高い教育を
みんなに

ジェンダー
平等を実現しよう

安全な水とトイレを
世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

働きがいも
経済成長も

産業と技術革新の
基盤をつくろう

人や国の不平等を
なくそう

住み続けられる
まちづくりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対策を

海の豊かさを守ろう 陸の豊かさも守ろう 平和と公正を
すべての人に

パートナーシップで
目標を達成しよう

雷と波 魚 動物 はと ジョイント

木の枝 働き蜂 旋盤 人と国 ビルが立っている 作ったものを分解

SDGs17ゴールの覚え方



持続可能な開発目標（SDGs）、通称「グローバル・
ゴールズ」は、貧困に終止符を打ち、地球を保護し、
すべての人が平和と豊かさを享受できるようにする 
ことを目指す普遍的な行動を呼びかけています。

これら17の目標は、ミレニアム開発目標（MDGs）の成功を土台と
しつつ、気候変動や経済的不平等、イノベーション、持続可能な消
費、平和と正義などの新たな分野を優先課題として盛り込んでいま
す。ある目標を達成するためには、むしろ別の目標と広く関連づけ
られる問題にも取り組まねばならないことが多いという点で、目標
はすべて相互接続的といえます。

SDGsの目的



琵琶湖の取り組み



1972年　ローマクラブ報告書「成長の限界」を公表。 

○「このまま人口増加や環境汚染が続けば、（中略）あと100年で地球の成長

は限界に達する」と世界に警鐘を鳴らした 

1972年　国際会議として国連人間環境会議がスウェーデンのストックホルム

で開催。「かけがえのない地球（Only One Earth）」のスローガンの下、世

界114の国と地域が参加、環境問題に国際的に取り組むことの必要性を謳った

「人間環境宣言」を採択。同年、国連は「国連環境計画（UNEP）」を創設

し、国際協調による取り組みがスタート。 

SDGsに至るまでの歴史① ⑦



1980年「世界自然資源保全戦略（World Conservation Strategy）」が発表され、「持続可能性」という概念が初めて
公式に登場した。 

1984年「環境と開発に関する世界委員会（WCED）」を設置。 
1987年「環境と開発に関する世界委員会（WCED）」は、報告書「我ら共有の未来（Our Common Future）」を発表。 
これはとりまとめを行ったノルウェーの首相の名前から「ブルントラント・レポート」とも呼ばれている。そしてこの報
告書の中でSDGsのルーツといえる「持続可能な開発（Sustainable Development）」の概念が打ち出された」。  
「我ら共有の未来」の中で、「持続可能な開発」は「将来世代のニーズを損なうことなく、現在の世代のニーズを満たす
こと」と定義。この2つのニーズの意味は、資源や環境などの「世代間の公平」に加え、南北問題や格差、公正など「世代
内の公平」の実現が不可欠であることを説く。  

1989年　ベルリンの壁が崩壊。同年の東西冷戦の終結、ソビエト連邦崩壊（1991年）と急展開を見せながら、世界の長
期的な安定と平和には、地球環境問題の解決が不可欠との認識が世界の指導者層に広がりました。  

1992年　持続可能な開発における歴史的転換を生んだブラジル・リオデジャネイロで国連環境開発会議、通称「地球サミッ
ト（リオサミット）」が開催される。この会議がSDGsの「S」に相当するサステナビリティ（Sustainability、持続可能
性）の概念が世界的に普及し始めるきっかけに。 

1997年　第3回気候変動枠組条約締約国会議（COP3）にて京都議定書が採択され、地球温暖化対策の世界的な協調取り
組みが実現し、環境問題は21世紀を目前に急速に対策が進んだ。 
一方、開発分野では市場経済メカニズムを組み込んだ途上国支援が一部の地域で成果を収めていたものの、依然として人
口増大が進む中で抜本的な問題解決には至っていない。  

2000年　国連は1990年代に開催された主要な国際会議・サミットで採択された国際開発目標を統合したミレニアム開発
目標、通称「MDGs（Millennium Development Goals）」をまとめる。  
MDGsは、2015年を年限として開発途上国の貧困・教育・健康・環境などを改善するための8つのゴールと21のターゲッ
トを掲げる。 

SDGsに至るまでの歴史②
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SDGs説明①

SDGs（エス・ディー・ジーズ）は、2015年9月、国連

サミットで採択された成果文章「我々の世界を変革す

る：持続可能な開発のための2030アジェンダ（通称：

2030アジェンダ）」の柱として、世界共通の17のゴー

ル（目標）、目標ごとの169のターゲットから構成され

ています。国連に加盟している193の国・地域が2030

年を期限に達成を目指すものです。



2015年9月　MDGsの後継として2030年までに達成すべき
持続可能な開発目標、SDGsが誕生。  

SDGsの理念は「誰ひとり取り残さない（No one will be left behind）」。こ
の理念が示すように、SDGsは世界すべての人に共通する「普遍性」が特徴。 
貧困の解決・飢餓の解決・教育などの社会目標、気候変動・エネルギー・生物
多様性など環境目標、雇用・インフラ・生産と消費など経済目標に加え、不平
等の解決・ジェンダーの平等・平和などが17の目標として体系的に整理。  
SDGsの革新性は、17の目標それぞれにカラフルなメッセージアイコンを作成
し、誰もが使えるツールとして公開したことにあります。  

SDGs説明②



ミレニアム開発計画 
MDGs 
Millennium Development Goals 
2000年ー2015年

持続可能な開発目標 
SDGs 
Sustainable Development Goals 

2016年ー2030年
基本理念

「2015年までに世界の貧困を半減させる」 「誰一人取り残さない」

策定プロセスとステークホルダー

トップダウンアプローチ 
（国際機関、各国政府主導での採択。市民社会は策定プロセスに参加せず）

ボトムアップアプローチ 
（各国政府、国際機関、学術機関、市民社会、民間企業からの意見集約）

目標設定と求められるアプローチ方法

８つの目標 
途上国を中心とした課題設定 
（貧困撲滅、初等教育の普及等）

17の目標 
途上国／先進国を問わない課題設定 
（MDGsの既存課題に加え、気候変動、産業革新など先進国側のテーマも
追加）

フォアキャスティング 
（Forecasting） 
現在を起点として未来を予測する方法。 短期的な未来を考える場合や、現状や過
去のデータを分析したうえで方策を考えるときに用いる。 現状の強みを活かし
た、実現性の高いアイデアを考え出す際に有効です。

バックキャスティング 
(Backcasting) 
未来を予測する際、目標となるような状態を想定し、そこを起点に現在を振り返って今
何をすべきかを考える方法で、いわば未来からの発想法である。

資金需要と期待される資金源

年間約400億ドル-600億ドル 年間約12兆ドル-15兆ドル

先進国／国際機関による資金援助
先進国／国際機関による資金援助 
開発途上国自身による資金拠出 
民間資金

MDGsとSDGs比較



SDGs 5つの基本 

（1）普遍性（2）包摂性（3）参画型
（4）統合性（5）透明性と説明責任 
「普遍性」他にも応用が効くという 先進国を含め，全ての国が行動する 

「包摂性」社会のすべての人に配慮を払う、「誰一人取り残さない」 

「参画型」関係者を結集し多様な場所での活用や幅広い業界での導入、活躍という　 
　意味で全てのステークホルダー（政府，企業，NGO，有識者等）が役割を 

「統合性」経済・社会・環境の3要素を含める 
　経済・社会・環境は不可分であり，統合的に取り組む 

「透明性と説明責任」さらに製品・サービスを広く伝える努力をしている意味での 
　である。

SDGs5つの基本



SDGsの流れ

SDGsに至る流れ 

CSR→CSV→MDGs→SDGs→?DGs 
CSR(Corporate Social Responsibility) 
企業の社会的責任。企業が倫理的観点から事業活動を通じて、自主的（ ボラン
タリー）に社会に貢献する責任のことである。 
CSV(Creating Shared Value) 
企業の事業活動を通じて社会的な課題を解決し、「社会価値」と「企業価値」
を両立させる。「社会的問題・課題解決のビジネス化」 



日本のSDGs3本柱

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/pdf/actionplan2019.pdf　より引用　

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/pdf/actionplan2019.pdf


SDGs

ESG投資

Society 5.0を中心とした投資先

他資金調達

SDGs／ESG／Societyの関係

持続可能な開発目標

実施資金源

実施手段

より引用



問題点 

○多すぎる目標(17 Goalsと169 Targets) 

○理解が容易ではない。  

○先進国における関心が低い。  

○法的拘束力がない。 
○「誰ひとり取り残さない」が実行されていない

SDGsの問題点



ESG投資について

大手銀行

SDGsに取り組む企業

SDGsに取り組まない 
企業には融資しない ESG投資

働き方改革 企業イノベーション 安定した経営基盤

SDGsに取り組む 
企業には積極的に融資する× ○



GovernanceGovernance



淀川空中自動車ロード計画 
淀川河川上空を道路とする

大阪国際大学 国際SDGs学科ドバイ校構想

PSST都市計画 
 Panasonic SDGs Smart Town

守口都市開発第二次計画

ESG投資 
Society 5.0

ESG Societyの展開 

守口市の再開発第二弾としてパナソニック施設とスマートタウンの共存シティ 
PSST( Panasonic SDGs Smart Town)構想。大阪国際大学ドバイ校構想、淀川上空を空中自動車 
のロード計画

門真市



SDGsマトリクス
SDGs 区分分け

 

地球環境保全

働き方改革企業イノベーション

経営基盤盤石化地域活性化

健康・福祉 幸福感・ベネフィット

世界平和・平等 貧困・飢餓対策

食料危機回避

持続可能な開発のための
17のグローバル目標と169
のターゲットからなる、国連
の開発目標の目的。
（SDGsの目的図表）

 

⬅ SDGsマトリクス

⬇お寺の展開でのSDGsマトリクス

SDGsの中で 地域の活性化、健康・福祉、
幸福感・ベネフィットはコミュニケーションが
基本です。お寺を中心としたSDGsコミュニ
ティづくりしませんか。



SDGs

寺社の活性化事業

テライは 
お寺のテラ 
地球のテラ 
心の拠り所のサライ 
を合わせた 
お寺は、すべてのものの 
心の拠り所 

お寺に毎回４万部配布

「SDGs お坊さんの出番ですよ」倶楽部 第一弾

高齢者向け「わくわく♫スマホ教室」開催場所提供の募集をしています。
講師手配、資料等すべて「SDGs お坊さんの出番ですよ」倶楽部が手配いたします。

「わくわく♫スマホ教室」高齢者向けインスタや、LINE、PayPay 等楽しいスマホ教室

TVチャット LINE

ゲーム

ユーチューブ インスタグラム

健康管理PayPay

株情報

スマホは、現代社会の必需品。SDGsでは、
誰一人取り残さない社会づくりを目的にして
います。高齢者がスマホ使いこなすことができ
れば、日々の暮らしが一変します。
可愛いお孫さんとLINEでチャット！もちろん家
族や友達とも顔を見ながら楽しい会話や情報
交換。インスタグラムで写真投稿、無料映画、
ゲームや健康管理、PayPayでお買い物等。
お寺で、無料「わくわく♫スマホ講座」を開催。場
所をご提供いただけるお寺を募集しています。

スマホが使って、わくわく♫楽しく毎日。「LINE」「インスタ」「PayPay」…

ばーば

第一次対象地域 
大阪府下 和歌山市 
和歌山県北部

寺社活性化のための取り組み 
お寺とコラボをして、子供食堂、養護施設支援、寺子屋 
地域の活性化、義手・義足その他装具のサポート等



寺社の活性化事業



SDGs取組事例②



世界一の食文化都市・大阪

マークは地球をお箸でつまんでいるイメージです。
世界に日本の食文化を広めたいという思いを込めました。

私たちの取り組み「世界一の食文化都市・大阪」構想は 
 「SDGs」に直結している。

「世界一の食文化都市・大阪」構想自体が「SDGs」の取り組みになっている。 
食の充足、食の安全安心、医食同源、食の無駄や平等、世界が理想とする食文化形成が私たちの目的です。

「世界一の食文化都市・大阪」構想



世界一の食文化都市・大阪



組織図

国連 PR.I.D.E 日本 SDGs アワード

SDGsアワード認証委員会　
弁護士、企業評価委員、元国税庁調査官等が
メンバーとして登録
アワードに提出された案件の評価を行う
　

一社 国際 SDGs 推進協会
名誉相談役　松田　和典　（元東洋経済P、自治体・大学等に人脈）
名誉相談役　松井　敏行　（毎日新聞大阪開発プロデューサー）
名誉相談役　青木　豊彦　（株式会社アオキ/「まいど1号」）
名誉相談役　原田　忠義　（社交サロン ザ・クラブジャパン関西会長）
名誉相談役　牧田　朝美　（四條畷学園　創立者4代目v）
名誉顧問　　福井　幸男　（全日本調理師連盟会長）
名誉顧問　　石川　竜三　（株式会社タイヨーP.U.S）
名誉顧問　　斉藤　義和　（トラベルニュース社会長）
名誉理事　　畑　眞八郎　（アメリカ村・ヨーロッパ村等開発）
理事長 　土坂　英一     (一般社団法人国連P.R.I.D.E日本理事)
副理事長　　辻本　武玄　（株式会社福生社長）
副理事長　　川端　ゆりか（大使館・領事館関連ビジネス通訳等）　　　
専務理事　　辻　和哉　　（株式会社ヒューマンコンパス代表取締役）　 　　　

SDGsアドバイザー

SDG 促進ベスト企業賞

SDG 促進ベスト商品賞

SDGs実践企業賞

SDGs Good One Job賞

連携 SDGsの本質を企業・
団体・自治体に知って
もらうためのアドバイス・
サポート等を行う

SDGs優良企業／SDGs推進企業
SDGs推進商品およびサービス等の認証をうける

第三者「SDGs アワード」のチェック機関

企業団体教育関係自治体

イーフ２１の会

トラベルニュース社

仏教タイムス

MOCALニュース

交通界（タクシー）

Happy SDGs news

etc

SDGs WIP 女性活躍チーム 山本裕子

チームリーダー

辻本武玄

辻本武玄

伊藤輝美

川端ゆりか

金山晃輔

小泉希久也

安達真也

谷森久志

辻　瑞恵

高原義之

勇元博晶

伊藤　誠

富本一幸

水色字は現在交渉中

※上記推進協会は一社国際SDGs推進協会の下部組織として発足
　その後独立可（ただし一社国際SDGs推進協会グループとして）

寺社 SDGs推進チーム

大使館・領事館 SDGs 推進チーム

医療 SDGs 推進事業グループ

ライフサポート SDGs 推進チーム

ハッピーライフ SDGs 推進チーム

 SDGsプランニング推進チーム

介護SDGs推進チーム

N-SDGs 推進協会

タクシー業界 SDGs 推進協会

神社関係 SDGs 推進協会

旅館・ホテルSDGs推進協会②

自動車SDGs推進協会③

守口SDGs推進チーム

SDGsプロモーション推進チーム

大谷　巧医療装具サポートSDGs推進チーム

松井秀一経営支援・助成金・補助金チーム

SDGs 推進リーダー育成

一社 国連 P.R.I.D.E 日本
参照①SDGs展開例

SDGs 推進するためのリーダーづくり



自治体SDGs基本構図
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2030年における下川町のありたい姿

SDGsを取り入れたまちづくり（政策体系）

指標（しもかわSDGsインディケーター）※開発中

総合計画（2019～2030）

事業（経済・社会・環境の統合的解決）

ＳＤＧｓへの
インパクト

SDGs未来都市計画分野計画

最上位計画

連携

都市

企業
人

▽ʼ17年度策定

▽ʼ18年度策定中

5

バックキャスティング

発信

プレゼンス・ブランド

SDGs下川町取組 「持続可能な地域社会の実現に向けてSDGs未来都市下川」から引用



SDGs下川町取組 「持続可能な地域社会の実現に向けてSDGs未来都市下川」から引用



SDGs下川町取組 「持続可能な地域社会の実現に向けてSDGs未来都市下川」から引用



基本構想

基本計画

�将来像・基本方針
（ʻ19年～ʼ30年）

�施策（社会保障・教育・社会基盤
・経済産業・地域自治など分野ごと）

進捗管理計画（兼�財政計画）
�基本計画に定めた施策推進のために実施する
具体的な事業等で構成

指標（コア指標）
※ローカル＋グローバル

2030年のありたい姿
（下川版SDGs）

次期下川町総合計画の構成（策定中）※現時点

将来像に
位置付け

ありたい姿の指標設定

まちづくり
に取入れ

施策分野ごとに関連
するSDGsのゴール
を位置付け

（例）社会保障

前期（4年） 中期（4年） 後期4年）

指標（サブ指標）

体系化

毎年度
進捗管理

8

ありたい姿

打ち手（事業）

毎年度
進捗管理
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一般社団法人 国連 P.R.I.D.E 日本



国連P.R.I.D.Eと連携したアワード開催

国連P.R.I.D.E日本アワード 
第一回SDGs推進ベスト企業賞

2020年2月5日 
淀屋橋ラブセントラルにて授賞式

2020年8月15日 
淀屋橋ラブセントラルにて授賞式

国連P.R.I.D.E日本アワード 
第二回SDGs推進ベスト企業賞

①株式会社タイヨーP.U.S ／自社SDGs 取組、マンション管理業界、商工会議所へ推進 

②OIT（オーアイティ）／中古車販売から新車レンタルによる高齢者事故防止の取組 

③株式会社 安信／技術革新による中小企業向け経営支援システム構築 

④一般社団法人日本スポーツ連盟／医療用インソールサンダルの開発 

順不同

①会社トラベルニュース社 
旅行業社、旅館、ホテルに情報誌を配布 
旅行業界にSDGsを普及させる（旅館ホテル向けSDGs検定実施） 
②株式会社福生 
福助足袋の一族で全国の寺社仏閣に通販で足袋・着物・備品関係 
全国の寺社仏閣活性化のための取り組み（情報誌テライ4万部発行／ 
SDGsお坊さんの出番ですよ等展開）



タレントとして、ニュースをはじめ、料理、クイズ、バラエティ、情
報番組と、幅広い分野で活躍。｢阪神・淡路大震災｣大阪滞在中に、｢中
越地震｣を新潟県魚沼市の実家に帰省中に被災し、災害と復興につい
て考えるきっかけに。風化させないことをテーマに情報発信や、復
興の為の地域活性化にも携わる。  
雑穀エキスパート、ジュニア・野菜ソムリエ、おさかなマイスター・
アドバイザーの資格を取得するなど食育や農業に関心が高く、地元
の新潟にて古代米作りもする。｢桃米｣として販売中。  
地域活性化に取り組む団体を支援するため全国地方新聞と共同通信
が設けた｢地域再生大賞｣選考委員を務め、各地の取組みを視察。
様々な地域での取組みを紹介する講演が好評を得ている。  
そのほか｢リアル桃太郎電鉄｣、｢熊本ワイチャ会議｣…など、地域活
性イベントも各地で行ってきた

名誉会長 
大桃美代子

中小企業が当初、約8000社集まるモノづくりの町、東大阪で「メイ
ド・イン・東大阪」の人工衛星を打ち上げようと、計画をスタート
させた中心者。2002年7月に設立された｢東大阪宇宙関連開発研究
会｣(東大阪商工会議所)会長。12月には、研究会メンバーのうち5社と
共に｢東大阪宇宙開発協同組合｣を設立、理事長に就任。


小学校の時に目にしたロケット打上げのニュース映画や、大阪万博
で見た｢月の石｣を通して出会った“航空宇宙”を我が町の活性化のテ
コとする。もともとチャレンジ精神旺盛で、農業用機械の部品製造
が主だった父の会社で新分野開拓に努め、ロボット部品や航空機部
品への進出を果たした。「モノづくりにはプライドを持たなければ
ならない」との思いは、同社を世界的航空機メーカーであるボーイ
ング社の認定工場に押し上げた。航空宇宙産業を東大阪の地場産業
にしたいというのが夢。「若者がモノづくりに魅力を感じて集まっ
てくる大阪を、世界の楽市･楽座にしたい」と期待する。

名誉相談役 
青木豊彦

1955年生まれ。早稲田大学政治経済学部政治学
科卒業。 『Captain Pedia』『MACワールド日
本版』『MACLIFE』など、コンピュータ関連雑
誌の編集長を歴任。 株式会社カシスで企画・開
発したナレッジプロセッサKacis Publisher／
Kacis Writerは、「ソフトウェア・プロダクト・
オブ・ザ・イヤー2001」（SOFTIC）を受賞す
る。近著は、『The History of Jobs & 
Apple』（晋遊舎）、『ジョブズ伝説』（三五
館）、 『iPhone・iPadヒットアプリ調査報告
書2012』（インプレスR&D）など。 株式会社
クリエイシオン代表取締役。

スーパーバイザー 
高木利弘

全日本調理師連盟会長 
・料亭大和屋（関西）：修行 
・料理研究会大和会初代会長 
・日本観光調理師連合会：元会長 
・東京農大：非常勤講師2002年～2003年 
・辻学園調理師専門学校：元講師 
・奈良調理製菓専門学校：元日本料理教授
2015年3月退任 
・大阪市環境事業局NPO法人ごみゼロネッ
ト大阪元理事 
1997年～1999年・食からの環境保全イー
フ21の会：会長テレビ、ラジオ。新聞等多
数出演 

名誉顧問 
福井幸男

「まいど1号」下町ロケットのモデル／東大阪を世界一に 料理の鉄人／リサイクル料理／300以上の社会貢献事業

農業を中心に食育推進活動／SDGsを社会貢献に GAFAの草分け／Society5.0の推進活動

協会著名人役員紹介



協会活動     第一の目的は子どもたちに地球を残すこと

SDGs活動を通じて、SDGsの起源でもある
「子どもたちに地球を残す」ことを第一の目
的として活動しています。 
地球温暖化問題やプラスチックごみ、貧困、
差別、その他諸問題もSDGsの推進によってみ
んなで力を合わせ解決していきます。


